
るいは全く見られないこともある。

しかし、ある程度以上の規模をもつ沿岸帯には、典型

的に図2のように、沖から沈水植物、浮葉植物、抽水植

物、湿生植物の群落が出現し、さらに陸側に開発されな

い土地があれば水辺林も形成される。

要するに沿岸帯というのは、陸域と水域の間に形成さ

れる環境移行帯（エコトーン）のことで、多少の水位変動

はあっても沖積地形の緩傾斜の湖岸であれば、その場

所の環境条件に応じて、図2のように多様な生活形の植

物群落が発達し、その中にマイクロハビタットからハビタ

ットおよびビオトープ・レベルまでの野生生物の多様な

すみ場を内包し、さらに他水域の沿岸帯や湿地と連携し

てビオトープネットワークの機能も果たす湿地である（す

み場の階層構造については、文献4参照）。このような野

生動物の生息に対する寄与を、多くの情報にもとづいて、

簡単にまとめると、図3のようになる。これらのほかネズ

ミ類、イタチ、タヌキ、ヌートリアなどの哺乳動物も沿岸

帯に依存している。さらに沿岸帯はこのように多様な生

した1）。この図の堤防法線の沖出し位置をみれば、一

部の湖岸を除き、いかに沿岸帯の湿地環境が失われた

かがわかる。

霞ヶ浦では、この時期に湖水の富栄養化が進み、毎

年アオコの大発生が続いたため、水生植物群落の消滅

も加速された。筆者2）の経年的な調査によれば、最盛

期の1972年には、湖岸から沈水植物帯までの沖出し幅

が西浦の全湖岸平均で98.6mあったが、1982年には

43.8mとなり、その後1988年には湖岸の一部に残るヨシ

群落を除いて沈水植物と浮葉植物の群落はほぼ完全に

消滅した。

一方、海の干潟についても、平

成12年度「環境白書」は表1のよう

な数値を示しており3）、その減少

が著しい。これらを総じて、わが

国の湿地環境は、現存まさに危機

的状況にあると言っても過言では

ない。

以下、筆者がこれまで十数年か

かわってきた湖沼沿岸帯の湿地を

対象とし、特にダム建設等の公共

事業に関連した湿地の創出につい

てあらましを述べる。

1――湖沼沿岸帯の湿地とその生

態的な機能

沿岸帯とは、主に静水域におい

て、水位の変動や波浪により湖水

の影響が及ぶ地帯の上限から、沈

水植物が生育する水中の最深部ま

での範囲を意味する。このような

沿岸帯は、沖積地の湖岸では顕著

に発達するが、火口湖、断層湖、

あるいはわが国のダム湖のように

急峻な地形の谷に湛水され、しか

も季節的に著しい水位変動が起こ

るような湖の湖岸では、貧弱かあ

“湿地”にはさまざまな性格の水域の生息環境が含ま

れる。国際的な湿地の保全に関する「ラムサール条約」

の定義によれば、それには、自然か人工か、一時的か永

続的か、流水域か停滞水域か、淡水か塩水かを問わず、

沼沢、湿原、泥炭地または開水域、および低潮時に水深

6mより浅い海域を含むとされている。湖沼の沿岸帯も

当然この中に含まれる。

このような湿地はいずれも、その場所を一生のすみ場

とする多様な生物の種の生息のほか、一年のある時期

にその場所を繁殖地または越冬地として、あるいは南北

両半球を移動する中継地として利用する生物にとっても、

重要な役割を果たしている。特にユーラシア大陸の東

縁にそって南北に長く弧状に連なる日本列島の湿地は、

渡り鳥にとっては太古からかけがえのない生息環境とし

ての役割を果たしてきたことは疑いない。

国土面積に占める割合はきわめてわずかであるが、

上記のような重要な役割をもつわが国の湿地は、特に第

二次大戦後、洪水等の自然災害の防止、水資源の開発、

農地の開発、臨海都市や工業地帯関連の社会基盤整備、

等々のために急速に失われてきた。例えば自然湖沼に

ついては、環境庁の第2回自然環境保全基礎調査（1980）

によれば、その当時、自然の湖岸の残存率は全国59.6%

で、人工湖岸が29.2%を占めている。その後も各地の湖

沼で、治水と利水のための湖岸の改修・整備（湖岸の浚

渫、埋立て、築堤等）が進められてきた。図1に1960年

から1992年の間におこなわれた霞ヶ浦の築堤の例を示
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■図1－霞ヶ浦の湖岸提の沖出し幅（文献1による）

■図2－植生が発達した湖沼沿岸帯の模式図

■表1―わが国の干潟の消滅原因の割合（文献3による） 

消 滅 原 因  

埋 立  

浚 渫  

干 拓  

そ の 他  

消滅面積 

1,671ha 

432ha 

84ha 

1,789ha

割合 

42.0% 

10.9% 

2.1% 

45.0%

注：原因が複数にわたる場合、面積が重複して加算しているため、消滅
面積の合計は実際の全国の消滅干潟面積より多くなる。 

資料：環境庁　第4回自然環境保全基礎調査「海域生物環境調査」 

■図3－多様な生きものの生活を支える湖の沿岸帯



この両者の優劣を比較すると、前者は適当な条件を

そなえた場所が整備され水利が得られれば、原則として

造成後は放置し、植生の発達をまてばよいので、維持管

理の手数は少ない。しかし後者は、創出される面積に

比べて、設置と維持管理にかなりの費用を要するだけで

なく耐用年数にも制限があり、また代替できる沿岸帯の

機能も多くはない。したがって、ダム湖における沿岸帯

環境の創出は前者を本命とし、浮き島は前者が不可能

で、しかも内湾などの限られた水域で沿岸帯の機能を必

要とする場合の次善の策と考えるのが適当であろう。

4――ダム湖に沿岸帯を創出したアルトミュール湖

ドイツのマイン＝ドナウ運河に水を供給するためにバ

イエルン州中部に建設されたダム湖群には、浅い氷河

圏谷の地形を生かしたすぐれた沿岸帯の生息環境が創

出されている。それらのうち特に大規模なのはアルトミ

ュールダム湖6）でゆるやかな起伏のある原地形を土盛

りの湖内提で囲んで、ビオトープ区域内の水位を安定さ

せる方式が採用され（写真1）、創出された沿岸帯の面積

は100haを超える。さらに野鳥の生息地として湖周の

160haの湿生草地を買収し、あわせて自然保護区域に指

定されている。創設から10数年で、コウノトリやダイシャ

クシギを含む128種の野鳥が生息し、うち80種がここで

繁殖している。

5――御所ダムの湿地から学ぶこと

ダム建設後すでに20余年を経過した岩手県雫石川の

御所ダムでは、ダム湖の上流端2箇所の125haの緩傾斜

の湖底に、水位が低下する夏から初秋にかけて写真2

のような広大な沼沢地が出現する。しかしここでは水位

管理のために、春から初夏にかけての魚類、両生類、

水鳥などの産卵期に水際線が急速に移動（低下）してい

くので、夏の景観の素晴らしさに比べて生態的な機能は

高いとはいえない。この御所ダムの例からわかるように、

制限水位方式のダム湖においては、水位変動と湖内地

形を考慮して湖内湖を設け、繁殖のために水際の浅水

域や植生を利用する動物の産卵と幼体の成長期に一定

の水位を保つ工夫をすれば、生態的なはたらきを著しく

向上させることができる4、6）。

6――サーチャージ方式のダム湖における沿岸帯の創出

サーチャージ方式のダム湖では洪水調整容量を設定

する区域に緩傾斜ないし平坦な土地があり、かつ流入河

川等から水の供給がえられれば、適当な場所に堰提を

設けるなどして、かなり自由に質の高い沿岸帯や沼沢地

の環境を創出することができる。その実施を前提として

検討が進められている例として、広島県の灰塚ダムの知

和地区（面積65～70ha）があり4）、山形県の横川ダムで

もその構想が進められている。これらの事業はダム湖に

おける湿地創出の新しい方向として期待される。

〈参考文献〉
1）国土交通省霞ヶ浦河川事務所（2001）：霞ヶ浦の湖岸植生帯の保全に係る検討会
資料.

2）桜井善雄（1983）：近年における霞ヶ浦の水生植物の変化．水草研究会会報．
No.13

3）環境庁（2000）：平成12年版「環境白書」.
4）桜井善雄（2003）：「川づくりとすみ場の保全」．信山社サイテック.
5）ダム水源地環境整備センター（2000）：人工浮き島シンポジウム.第1回．第2回
講演集

6）桜井善雄（1998）：「水辺の環境学3－生きもの水辺」.新日本出版社.
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物にすみ場を提供するだけでなく、表2のような多面的

な機能もそなえている。

2――ダム湖における沿岸帯の創出

ダムの本体およびダム湖は、直接関係する地域の自然

環境に大規模な変化を与えることはいうまでもないが、

一方で、それまでその地域にはなかった広い水面をも

つ新たな環境を創出し、流域を含めて周辺地域全体の

環境の質を多様にする積極的な役割も果たす。その中

で特に重要なのが沿岸帯湿地環境の創出である。

そのためには、貯水池の常時満水位の湖岸線の上下

の地帯あるいは集水域の中にもともとあった比較的平坦

な地形を利用するか、あるいはダム建設のための土石

採取および残土処分等に際して、積極的にそのような地

形を造成し、水の供給と水位の維持を工夫して、湿地

や沼沢地を創出する。後述のサーチャージ方式の洪水

調整をおこなうダム湖では、この点で可能性はさらに大

きくなる。

さらに、創出した沿岸帯の質を維持するためには、ダ

ム湖の富栄養化や関連水域への外来生物の放流を防ぐ

ことも大切である。

3――沿岸帯と人工浮き島

多くの自然湖沼とは異なり、わが国のダムのほとんど

は地形が急峻な山間部に建設されることが多く、さらに

治水と利水のための季節的な水位変動が大きいので、

湖岸に連なる沿岸帯の創出は困難な場合が多い。

そこで考えられるのが前記のような人工の沿岸帯の創

出であり、もう一つが人工の浮き島である。浮き島は水

位変動に関係なく水面に浮き、その上に湿生植物や抽

水植物を生育させ、水面下には魚の産卵場所やかくれ

場を提供する（人工浮き島については、文献5参照）。
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■表2―沿岸帯の植生がもつ多様なはたらき 

動物のすみ場 

 

 

 

 

水質の浄化 

 

 

湖岸の保護 

 

 

資源の供給 

 

おだやかな水辺景観の形成 

植物群落 

 

魚・えび類の産卵と稚魚・幼生のすみ場 

野鳥の営巣・育雛・かくれ場 

野鳥への餌の供給 

昆虫類・両生類のすみ場と餌の供給 

底生動物や貝類への餌の供給 

付着生物の着生基体 

土砂や汚濁物質の流入阻止 

有機物の分解浄化 

湖水と底泥から栄養塩の吸収 

植物プランクトンの抑制 

密生した根茎による侵食防止 

密生群落による波消しとしぶき防止 

人間の食べ物 

生活用品の材料 

家畜の餌と農地の肥料 

は　た　ら　き 
湿地植物 

群 落  

 

○ 

○ 

○ 

＋ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

抽水植物 

群 落  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

浮葉植物 

群 落  

○ 

＋ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

＋ 

○ 

＋ 

○ 

○ 

沈水植物 

群 落

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

＋ 

 

＋ 

○ 

＋ 

○ 

＋ 

そ
　
の
　
他 

水辺林 

 

 

○ 

○ 

○ 

＋ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

■写真2－夏期、御所ダムに出現する広大な沼沢地■写真1－造成後間もないアルトミュールダム湖の沿岸帯ビオトープ（バイエルン州水管理局の資料による）
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